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１．事業概要

事業の目的

【現状】

中国側
①中国経済の悪化
②販売チャネルの多様化

富山側
①伝統工芸品の販売不振
②事業継承が困難に

新型コロナ後の中国市場はオンライン販売が主流となり、実店舗の閉
店が相次ぎ、失業率も高まっており、経済的な不安が高まっています。
実店舗経営が厳しい最中、販売方法も多様化しており、通信販売プ
ラットフォームでの販売の他、KOL等の従来物販に携わっていない人も
物販を行っています。日本旅行も増え、様々な物、情報が錯綜し、
「本物」の価値が見直されています。

富山県商品の
輸出の拡大の
実現

GOAL

生活様式が変わり、伝統的な日本の工芸品が販売不振に陥っていま
す。日本国内の市場は縮小の一途を辿っており、新たな販路を開拓し、
収益を上げる必要があります。
海外販路には期待があるが、企業単独で海外営業に出ることはハード
ルが高いと考えられます。

富山県事業者の生産する工芸品、工業製品などに対し関心の高いバイヤーを誘致し、
富山県の工芸品等を紹介、生産現場の見学や事業者とのマッチングを経て、中国に輸出
をすることで、経済交流の活性化を図ります。

①購買意欲、販売能力のある
バイヤーの選定

②バイヤーのニーズに応じた
的確な提案

中国が不景気であるが、その中でも、
購買意欲があり、成功確率の高い
バイヤーを誘致します。

バイヤーにヒアリングを行い、ニーズを確認し、
ニーズに合った企業、商品とのマッチングを
実施します。

【本事業により有意義な提案、サポート】
③マッチング後のフォロー
輸出サポート

バイヤー帰国後のフォローを実施。
輸出のサポートも実施することで、成功率を
高めます。
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【参加生産者募集方法】
富山県のHPから公募案内を行い、生産者の募集を行いました。
伝統産品の協同組合に対しては個別に案内を行いました。

【参加生産者】
・銅器生産者 ３社
・銅器問屋 ６社
・漆器問屋 ２社
・漆器生産者 １社
・プラスチック加工品生産者 １社

4

２．参加生産者

参加事業者募集チラシ



３．参加バイヤー

5



３．参加バイヤー
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４．実施内容
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【実施内容】
①中国から富山県の商品に関心の高いバイヤーを誘致し、生産者の生産現場や展示ルーム、産業の歴史、文化を知る上で
必要と思われるポイントを訪れ、富山県商品に対する理解を深めました。

②各生産者とバイヤーの商談会を開催しました。

【実施日時】
2025年11月11日（火）～2025年11月15日（土）

【実施行程】
実施行程は以下の通りです。



４．実施内容
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【実施状況写真】



４．実施内容
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【実施状況写真】



４．実施内容
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【実施状況写真】



５．成功事例 その１

11

【内容】
高岡の伝統工芸品問屋A社 × 上海明嬉文化発展有限公司

高岡の伝統工芸品問屋A社は⾧年に渡り海外市場に力を入れていましたが、従来の伝統工芸品では宗教や
生活習慣の相違もあり、なかなか販路の開拓がうまく進まない状況でした。
近年現代のライフスタイルにマッチした商品を多く開発し、カジュアルに使える商品の開発に力を入れてきました。
今回、バイヤーの方々にギャラリーにお越し頂き、商品を直接説明し、沢山の商品をしっかり見定めて頂く機会
を通じて、販売に至りました。

【販売金額】
約25万円

【バイヤーのコメント】
上海明嬉文化発展有限公司は上海において、様々な文化関連商品や体験等を販売している会社です。
伝統工芸品問屋A社では、沢山の商品を試し、物の良さを深く理解することが出来ました。生産者と直接交流
をできたことで安心して商品を購入することができました。今は一旦日中関係の影響で再発注できませんが、ま
た状況が改善したらリピートも検討できます。



５．成功事例 その２
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【内容】
高岡の伝統工芸品問屋B社 × 上海蜜度科術股份有限公司

高岡の伝統工芸品問屋B社は様々な高岡銅器の作家の商品～現代的な高岡銅器、お土産として活用でき
るような小物等幅広い商品を取り扱い販売されています。輸出実績もあり、中華圏の方々とのやり取りは慣れ
ており、中国のSNSであるWechatを活用し、早いレスポンスを行い、商品の発注まで至りました。

【販売金額】
約20万円

【バイヤーのコメント】
上海蜜度科術股份有限公司はIT関係をメインとし、幅広いビジネスを行っており、その一部として企業向けの
ギフトの販売や、工芸品の販売も行っています。高岡の商品の価値は良く理解したものの、現代的なデザイン、
用途に作り替えてはどうかという提案をします。例えば、オフィス用品、iPhoneカバー等。もしくは中国は旧正月
のギフト文化がありますので、ギフトに渡しやすい商品も良いと思います。
現在、日中関係の悪化により輸入をすることが難しいですが、改善した後にはまた商品発注をできればと思いま
す。



５．成功事例 その３
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【内容】
高岡の伝統工芸品問屋・生産者 × 広東晴波投資有限公司

広東晴波投資有限公司は、中国の広州市二沙島に「分立方」というショッピングモールを有しています。このエリ
アは広州のなかでも文化的で高級な場所であり、何総経理はこれまでも日本の伝統工芸品の展示等を行って
いました。今回は伝統工芸品のお店を作る事を念頭に実際に高岡にお越しになり、高岡の工芸品、地域、文
化、歴史への理解を深めました。視察後、無事にお店を開店し、継続的に商品の販売を行っていきます。

【販売金額】
約15万円 今後も継続して販売を行う。

【バイヤーのコメント】
中国は現在、景気が非常に悪い状況です。その中でも高岡の良い工芸品を販売していくのに、色々試行錯誤
をしていければと考えています。生産者の皆様、自治体と協力をしてWINーWINになれるビジネスを行っていけ
ればと考えています。一緒に頑張りましょう。


